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１
月
30
日
に
開
催
さ
れ

た
「
行
政
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
基
調
講
演
で
の
「
市
の
借

金
１
千
億
円
、
貯
え
・
財
政

調
整
基
金
29
億
円
」
は
、
実

態
と
か
け
離
れ
た
も
の
で
市

民
に
大
い
に
不
安
を
与
え
る

発
言
で
あ
る
。

　

他
の
基
金
を
加
え
る
と
貯

え
は
１
８
５
億
円
で
、
国
へ

の
貸
付
金
と
も
言
え
る
臨
時

財
政
対
策
債
等
を
差
し
引
く

と
、
市
の
借
金
は
５
０
０
億

円
超
と
見
て
い
る
が
。

公
の
施
設
の
統
廃
合
や

補
助
金
の
見
直
し
を
進
め
、

市
民
に
痛
み
を
辛
抱
し
て
も

ら
う
中
、
無
駄
遣
い
を
し
て

は
な
ら
な
い
。

　

広
報
紙
折
込
料
は
議
会
だ

よ
り
と
合
わ
せ
る
と
約
１
千

２
百
万
円
に
な
る
。
合
併
協

議
で
は
「
広
報
紙
は
新
聞
折

込
み
を
基
本
と
し
て
」
と
、

配
布
方
法
に
含
み
を
持
た
せ

て
い
る
。
合
併
前
の
旧
６
町

は
自
治
会
配
布
で
あ
っ
た
の

で
改
め
て
理
解
を
求
め
、
ま

ず
旧
６
町
か
ら
配
布
を
自
治

会
長
に
お
願
い
し
て
は
。

中
核
病
院
（
国
立
滋
賀

病
院
）
と
市
立
２
病
院
の
医

師
お
よ
び
看
護
師
の
確
保
は

万
全
か
。

　

ま
た
、
市
立
診
療
所
や
民

間
病
院
、
開
業
医
と
の
連
携
、

機
能
分
担
に
つ
い
て
、
協
議･

調
整
中
と
思
う
が
現
状
は
。

旧
６
町
公
民
館
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
コ

ミ
セ
ン
）
化
、
続
い
て
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
を
指
定
管
理

者
と
す
る
計
画
は
、
４
月
か

ら
地
域
振
興
担
当
を
支
所
か

ら
コ
ミ
セ
ン
に
移
す
こ
と
に

地
区
自
治
会
連
合
会
の
理
解

が
得
ら
れ
て
い
な
い
が
。

　
　

環
太
平
洋
戦
略
的
経
済

連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
は
農

産
物
の
市
場
開
放
だ
け
で
な

く
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
な
ど
非

関
税
分
野
の
規
制
や
制
度
改

革
を
含
む
例
外
な
き
関
税
撤

廃
が
原
則
で
あ
り
、
冷
静
に

判
断
す
る
べ
き
で
あ
る
が
。

　

ま
た
、
農
業
者
戸
別
所
得

補
償
制
度
の
変
更
点
と
そ
の

周
知
は
。

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ

寺
　
村
　
茂
　
和新聞折込で配布されている広報紙

引き継がれるのか公民館講座



第  25  号

４
月
か
ら
５･

６
年
生
の

外
国
語
活
動
が
必
修
と
な
る

が
、
取
り
組
み
に
問
題
点
は

な
い
か
。

工
事
費
が
当
初
の
20
億

円
か
ら
30
億
円
に
な
っ
た
の

は
な
ぜ
か
。
財
源
の
確
保
は
。

　
　

住
ま
い
の
近
く
で
受
診

で
き
る
、
か
か
り
つ
け
医
の

整
備
と
こ
れ
か
ら
の
市
立
２

病
院
の
整
備
方
法
は
。

3

すでに始まっているＡＬＴによる英語学習

求められる充実したコミセンの生涯学習

市 

　
　
政
　
　 

会

市
　
　 

政
　 

　
会

西
　
澤
　
善
　
三

公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
コ
ミ
セ
ン
）

化
に
伴
い
市
民
の
生
涯
学
習

へ
の
参
加
方
針
と
計
画
は
。

景
気
回
復
の
た
め
、
教

育
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

を
前
倒
し
で
実
施
す
る
べ
き

で
は
。市

職
員
の
必
要
人
数
と

職
員
の
職
階
や
給
与
の
統
一

が
成
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
臨
時
職
員
の
必
要

人
数
と
待
遇
改
善
は
。

新
し
い
公
共
を
示
し
た

ま
ち
づ
く
り
条
例
を
制
定
し
、

そ
の
中
で
公
民
館
の
コ
ミ
セ

ン
化
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
ま
ち
協
）
の
指
定
管
理
を
進

め
る
べ
き
で
は
。
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国
は
大
企
業
に
２
兆
円

も
減
税
す
る
な
ど
の
予
算
編

成
を
し
て
い
る
が
、
国
民
を

守
る
予
算
へ
転
換
が
必
要
で
、

国
政
の
混
乱
が
地
方
に
波
及

し
て
い
る
。　
　

　

ま
た
、
県
が
役
割
と
し
て

行
う
べ
き
垣
見
隧
道
や
中
核

病
院
整
備
に
、
市
長
は
負
担

を
求
め
て
い
な
い
が
、
責
任

の
放
棄
で
は
な
い
か
。

支
所
を
縮
小
し
、
旧
６

町
の
公
民
館
を
コ
ミ
セ
ン
化

す
る
方
針
に
、
自
治
会
連
合

会
長
か
ら
改
善
を
求
め
る
要

望
書
が
提
出
さ
れ
た
。
市
長

は
公
約
を
守
り
支
所
の
体
制

を
後
退
か
ら
充
実
に
改
め
る

べ
き
で
は
。

　

ま
た
、議
決
も
な
い
中
「
コ

ミ
セ
ン
が
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
」
と
広
報
が
出
さ

れ
た
の
は
議
会
軽
視
だ
。

4

日
本
共
産
党
議
員
団

日
本
共
産
党
議
員
団

野
　
田
　
清
　
司

　
　

合
併
し
て
五
年
が
経
過

し
た
今
日
、
目
指
す
べ
き
も

の
や
将
来
へ
の
願
い
を
込
め

た
市
民
憲
章
制
定
に
向
け
て

の
考
え
は
。

　
　

　

東
近
江
市
道

路
整
備
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
前
期
計

画
と
し
て
21
年
度

に
着
手
し
て
い
る

７
路
線
の
工
事
進

捗
状
況
は
。

新 

　
　
政
　
　 

会

北
　
浦
　
義
　
一

新
　
　 

政
　
　 

会

２３年度から着手予定の能登川北部線（佐野地先）

３月２２日に移転し業務を始めた永源寺支所

　
　

新
年
度
予
算
は
大
型
公

共
事
業
中
心
で
、
そ
の
ほ
か

に
商
工
費
54
％
の
３
億
５
千

万
円
も
の
工
場
等
立
地
促
進

推
奨
金
を
出
し
て
い
る
。

　

一
方
、
行
政
改
革
は
補
助

金
削
減
や
公
の
施
設
見
直
し

等
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下

さ
せ
て
お
り
改
め
る
べ
き
で

は
。
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よ
り
多
く
の
人
が
「
い

ざ
と
言
う
時
」
に
救
命
活
動

が
で
き
る
よ
う
、
小
学
生
を

対
象
に
救
命
講
習
を
行
っ
て

は
。

　
　

う
つ
病
の
予
防
や
早
期

発
見
、
早
期
治
療
を
可
能
に

し
、
長
く
支
え
る
こ
と
が
で

き
る
地
域
の
環
境
を
つ
く
る

こ
と
が
重
要
で
は
。

・
不
育
症
治
療
に
つ
い
て

5

公
　
　 

明
　
　 

党

公
　
　 

明
　
　 

党

竹
　
内
　
典
　
子

　
　

自
治
会
長
の
役
割
は
事

務
嘱
託
員
と
し
て
、
地
元
の

要
望
事
項
の
取
り
ま
と
め
な

ど
、住
民
自
治
を
末
端
で
担
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
。
23
年
度

か
ら
報
酬
を
下
げ
る
と
聞
く

が
、
自
治
会
に
期
待
す
る
こ

と
は
。

　
　

行
政
改
革
推
進
委
員
会

の
最
終
答
申
を
受
け
た
が
、

２
月
下
旬
の
計
画
案
が
遅
れ

て
い
る
。
住
民
説
明
会
等
を

考
え
る
と
５
月
末
の
市
の
決

定
は
、
住
民
と
の
対
話
を
重

視
す
る
意
味
で
も
無
理
が
あ

り
、
余
裕
を
見
て
９
月
く
ら

い
に
打
ち
出
し
て
は
。

太  

陽  

ク  

ラ  

ブ

太  

陽  

ク  

ラ  

ブ

大
　
橋
　
保
　
治

問　

災
害
発
生
時
に
社
会
全

　
　

災
害
発
生
時
に
社
会
全

体
が
受
け
る
被
害
や
社
会
的

リ
ス
ク
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
市

の
見
解
は
。

　

ま
た
、
市
消

防
団
の
定
数
が

９
０
０
人
、
１

分
団
最
大
枠
で

40
人
と
な
る
よ

う
な
削
減
計
画

が
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
が
東

近
江
市
規
模
で

適
正
定
数
な
の

か
。

市
　
木
　
　
　
徹

民
主
党
東
近
江
議
員
ク
ラ
ブ

民
主
党
東
近
江
議
員
ク
ラ
ブ

ＡＥＤを使った心肺蘇生法の講習

市民の安心・安全を守る、頼れる市消防団

自治会総出の清掃活動



第  25  号 6

　
　

布
引
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
で
Ｊ
Ｆ
Ｌ（
日
本
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
）
の
試
合
が

行
わ
れ
、
多
く
の
観
客
が
観

覧
席
を
埋
め
た
。
こ
の
滋
賀

の
チ
ー
ム
は
、
少
年
サ
ッ
カ
ー

の
イ
ベ
ン
ト
協
力
や
サ
ッ

カ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
地
域
貢

献
も
当
市
で
始
め
ら
れ
、
ま

た
今
シ
ー
ズ
ン
の
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
の
半
分
を
当
市
で
開

催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
で
東
近
江
市
に
も
た

ら
さ
れ
る
効
果
は
。

　

ま
た
、
今
後
の
対
応
は
。

　
　

蒲
生
病
院
の
新
診
療
体

制
は
、
い
つ
頃
ど
の
よ
う
な

手
続
き
を
得
て
決
め
る
の
か
。

　
　

野
性
獣
が
出
没
し
に
く

い
環
境
を
作
り
出
す
緩
衝
帯

の
設
置
が
必
要
で
は
。

　

ま
た
、
獣
害
防
止
柵
を
市

内
全
域
に
設
置
す
る
事
で
農

地
へ
の
侵
入
防
止
を
す
る
こ

と
や
、
猿
を
追
い
払
う
た
め

の
花
火
を
自
治
会
に
提
供
し

て
は
。

　
　

捕
獲
体
制
の
強
化
の
た

め
に
は
、
ワ
ナ
免
許
取
得
を

支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ

周
　
防
　
清
　
二

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ

澤
　
田
　
康
　
弘

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ

加
　
藤
　
正
　
明

東近江市からＪリーガーの誕生を

市内各所に設置されている野生獣の捕獲オリ
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景
気
回
復
に
明
る
さ
が

見
え
て
き
た
と
の
報
道
と
は

違
い
、
地
方
で
は
長
引
く
不

況
で
倒
産
が
い
ま
だ
に
続
く

中
、
市
内
業
者
も
リ
ス
ト
ラ

等
対
策
を
と
り
、
自
主
努
力

で
切
り
抜
け
て
お
ら
れ
る
の

が
現
状
で
す
。
国
や
地
方
の

施
策
の
悪
さ
に
よ
る
不
況
圧

力
、
金
融
機
関
の
貸

し
渋
り
に
よ
る
圧

力
、
公
共
工
事
等
の

入
札
制
度
に
よ
る
圧

力
。
こ
れ
で
は
地
域

経
済
の
発
展
は
望
め

な
い
。

　

当
市
で
は
、
各
事

業
計
画
を
立
て
た

後
、
競
争
入
札
を
行

い
市
内
業
者
優
先
で

は
な
く
、
市
外
・
県

外
業
者
を
募
り
、
最

安
値
で
工
事
が
完
成

す
れ
ば
よ
い
と
考
え

た
取
り
組
み
体
制

で
、
地
域
経
済
と
地

域
の
雇
用
を
考
え
る

と
地
元
業
者
育
成
が

最
優
先
だ
。
一
日
も
早
い
入

札
制
度
の
見
直
し
と
、
取
り

組
み
方
の
改
善
が
必
要
で
は
。

　
　

各
地
域
で
地
域
力
を
発

揮
さ
れ
て
い
る
旧
６
町
の
自

治
会
連
合
会
か
ら
、
自
治
会

連
合
会
の
事
務
局
を
公
民
館

に
移
行
せ
ず
、
引
き
続
き
支
所

内
に
置
く
こ
と
な
ど
の
要
望

書
が
２
月
９
日
提
出
さ
れ
た
。

　

自
治
会
連
合
会
を
混
乱
さ

せ
た
事
態
へ
の
考
え
は
。

　
　

24
年
４
月
の
稼
動
に
向

け
（
仮
称
）
蒲
生
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
が
新
設
さ
れ
る
が
、

現
在
の
学
校
給
食
に
お
け
る

次
の
取
り
組
み
は
。

①
食
育

②
地
元
農
産
物
の
利
用
拡
大

③
生
ゴ
ミ
堆
肥
の
活
用

④
給
食
費
の
徴
収
改
善

新
政
会

寺
　
村
　
義
　
和

公
明
党

村
　
田
　
せ
つ
子

新
政
会

前
　
田
　
清
　
子

八日市商工会議所による入札制度の研修（長浜市にて）

地産地消で安心給食
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垣
見
隧
道
整
備
事
業
が

現
設
計
に
至
っ
た
経
緯
と
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

行
財
政
改
革
は
、
市
民
感

情
か
ら
す
れ
ば
、
先
ず
自
ら

の
身
を
切
る
べ
き
と
考
え
る
。

23
年
度
に
は
次
の
取
り
組
み

を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

①
人
件
費
の
削
減

②
残
業
ゼ
ロ
へ
の
取
り
組
み

③
補
助
金
の
監
査
の
実
施

④
委
員
会
組
織
の
見
直
し

⑤
支
所
機
能
の
充
実

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
、
県
経

済
へ
の
影
響
額
が
４
８
０
億

円
に
上
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

農
業
だ
け
で
な
く
24
分
野
の

関
税
撤
廃
、
関
税
以
外
の
貿

易
障
壁
の
撤
廃
、
規
制
緩
和

を
迫
ら
れ
、
影
響
を
受
け
な

い
国
民
は
一
人
も
い
な
い
。

　

市
長
の
考
え
は
。

市
政
会

市
政
会

杉
　
田
　
米
　
男

岡
　
﨑
　
嘉
　
一

市
政
会

西
　
野
　
哲
　
夫

日
本
共
産
党
議
員
団

田
　
郷
　
　
　
正

中
核
病
院
に
対
す
る
市

の
負
担
20
億
円
に
は
付
帯
決

議
「
市
立
病
院
の
医
師
確
保

に
全
力
で
取
り
組
み
、
市
民

の
理
解
を
得
な
が
ら
能
登
川
・

蒲
生
地
区
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
医
療
を
低
下
さ
せ
な
い

こ
と
を
強
く
求
め
る
」

が
付
さ
れ
た
が
、
い
か

に
受
け
止
め
て
い
る
の

か
。

１
市
６
町
が
合
併
し
、

東
近
江
市
を
よ
り
良
い
希
望

都
市
に
す
る
た
め
に
は
、
無

駄
を
省
き
、
思
い
切
っ
た
行

財
政
改
革
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
合
併
以
前
か
ら

住
み
慣
れ
た
地
域
の
施
設
を

廃
止
、
解
体
と
な
れ
ば
、
市

民
の
理
解
と
協
力
が
な
け
れ

ば
で
き
な
い
施
策
で
あ
る
と

考
え
る
が
。

垣見隧道完成予想図

ＴＰＰ発言で揺れる日本の農畜産業
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国
民
健
康

保
険
法
で
は
、

患
者
負
担
の
減

免
を
市
町
村
が

行
え
る
と
定
め

て
い
る
が
、
国

に
よ
る
具
体
的

な
制
度
基
準
や

財
政
支
援
は
な

か
っ
た
。

　

し
か
し
、
22

年
９
月
13
日
付

け
、
一
部
負
担

金
の
徴
収
猶
予

お
よ
び
減
免
に

関
し
て
の
厚
生

労
働
省
保
険
局

長
通
知
が
出
さ

日
本
共
産
党
議
員
団

山
　
中
　
一
　
志

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ

大
　
洞
　
共
　
一

れ
、
国
保
の
患
者
負
担
を
徴

収
猶
予
・
減
額
免
除
す
る
市

町
村
の
制
度
に
関
す
る
新
た

な
基
準
が
示
さ
れ
た
。

　

県
内
で
は
、
大
津
市
が
準
備

し
て
い
る
と
聞
く
が
、当
市
で

も
早
急
な
実
施
を
求
め
る
。

前
回
「
民
間
給
与
は
年

平
均
４
０
５
万
９
千
円
（
23

万
円
減
）、
当
市
一
般
職
給
与

は
６
２
０
万
円
強
と
な
っ
て

お
り
、
市
民
の
皆
様
に
は
こ

の
金
額
が
適
正
か
、
高
い
と

思
わ
れ
て
い
る
か
」
と
質
問

し
た
と
こ
ろ
、
市
長
は
「
調

査
の
や
り
方
が
違
う
。
人
事

院
は
無
作
為
抽
出
し
た
１
万

１
千
民
間
事
業
所
の
従
業
員

約
46
万
人
の
個
別
給
与
を
調

査
し
、
当
市
で
は
年
間
平
均

９
万
円
減
額
す
る
も
の
で
す
」

と
、
答
弁
さ
れ
た
。

　

行
財
政
改
革
等
を
公
約
に

し
て
市
長
に
当
選
さ
れ
た
人

の
言
葉
と
は
思
え
な
い
と
違

和
感
を
覚
え
、
ま
る
で
市
職

員
組
合
の
幹
部
が
説
明
し
て

い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

市
長
は
、
今
で
も
市
職
員

給
与
が
民
間
給
与
と
比
較
し

て
適
正
と
思
っ
て
い
る
の
か
。

合
併
特
例
債
は
借
金
な

の
で
使
わ
な
い
と
言
っ
て
い

た
が
、
新
規
事
業
の
説
明
で

合
併
特
例
債
を
利
用
す
る
考

え
に
変
え
た
の
は
な
ぜ
か
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
で
当

市
が
受
け
る
影
響
と
具
体
的

な
数
値
は
。

東近江市民クラブ 畑　　　博　夫

合併特例債を活用して建設された学校施設
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地
域
医
療
問
題
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
大
洞
　
共
一

議
案
第
１
号

議
案
第
２
号

平
成
23
年

　

第
１
回
臨
時
会
報
告

委員会による現地調査（五個荘図書館にて）

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会 　
　
　
　
　
　
　

　

　
　

 　
　
　
　
　

  

委
員
長
　
畑
　
博
夫

委
員
会
の
う
ご
き
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一般会計予算　４２２億９,９２２万４千円を可決一般会計予算　４２２億９,９２２万４千円を可決
「安心できる希望都市」 の実現に全力を「安心できる希望都市」 の実現に全力を

■一般会計予算■

　平成２３年度一般会計予算は、「安心できる希望都市」
実現に向けた取り組みを基本に、今まで以上に創意工夫
を凝らし、堅実で効率的な財政運営を推し進め、この財
政危機を乗り越える決意を新たに、「子育て支援」、「地
域医療の確立」、「地域ネットワークの充実」、「地域力の
向上」に重点をおいた予算４２３億円が上程されました
が、議会での審議の末、訂正案４２２億９,９２２万４
千円（対前年度比７％増）を可決しました。
　歳入では、市政の原動力である市税収入に、１５７億
９,６３３万円を計上。個人市民税は、４６億３，６００
万円、法人市民税では、１８億７０万円、固定資産税は、
８３億５，５６３万円を見込んでいます。
　特別会計では、医療費の増加見込みにより国民健康保
険（事業勘定）は対前年比４.４％の増、国民健康保険（施
設勘定）は、診療施設の改修工事及び医療用機械器具の
更新により１５％の増、介護保険については介護給付の
増加見込みにより７ .５％の増、農業集落排水について
は、施設維持管理により４.４％の増となりました。
  ８特別会計と２企業会計を合わせた１０会計の総額
は、２８８億８，５７７万９千円で、一般会計と合わせ
た全会計総額では、７１１億８，５００万３千円（対前
年度比３.５％増）となっています。

歳　　　　　入

5.0%
ー5.5%
ー50.0%
50.0%
0.0%
0.0%
0.0%

ー19.4%
ー8.7%
2.1%
0.0%
0.5%

ー3.3%
9.3%
19.9%
60.5%
100.0%
10.7%
0.0%
3.9%
27.1%
7.0%

37.4%
0.8%
0.0%
0.0%
0.0%
2.1%
0.1%
0.2%
0.5%
23.2%
0.0%
1.4%
1.1%
10.9%
7.0%
0.5%
0.0%
2.6%
0.5%
3.3%
8.5%

100.0%

　157億９，633万　　円
　 　3億４，500万　　円
          2，000万　　円

      　　　   900万　　円
                100万　　円
     　8億8，000万　　円
           3，300万　　円
   １億   　      　　円
     2億1，000万　　円
   97億5，000万　　円
           2，000万　　円
     5億7，224万8千円
     4億8，049万2千円
     46億2，210万4千円
    29億6，555万8千円
   2億1，930万　　円

340万　　円
     11億1，395万　　円
   2億    　          円
  13億7，834万2千円
  35億7，950万　　円

 　422億9，922万4千円

市 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
地 方 消 費 税 交 付 金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
分 担 金 及 び 負 担 金
使 用 料 及 び 手 数 料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
市 債
歳 入 合 計

区　　　分 予 　算　 額 構成比（％） 伸率（％）

■特別・企業会計予算■

国民健康保険特別会計（事業勘定）
国民健康保険特別会計（施設勘定）
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計
公 設 地 方 卸 売 市 場 特 別 会 計
水 道 事 業 会 計
病 院 事 業 会 計
特 別 ・ 事 業 会 計 合 計

会　　　 計　　　名 予 　算　 額 伸率（％）

歳　　　　　出

28.0%
6.3%
11.2%
26.4%
ー4.3%
15.9%
55.4%
0.0%
4.5%

ー6.6%
ー1.7%
ー30.7%
0.0%
7.0%

0.7%
10.4%
32.8%
10.9%
0.3%
5.2%
1.6%
7.4%
3.7%
13.2%
13.5%
0.2%
0.1%

100.0%

　　   3億1,342万2千円
  43億9,155万8千円
138億5,246万7千円
  46億   858万6千円
     1億1,357万8千円
  22億1,203万8千円
    6億5,976万6千円
  31億4,581万1千円
  15億8,165万9千円
 55億7,850万  　円
  57億1,585万2千円
    9,598万7千円

          3,000万     円
422億9,922万4千円

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
諸 支 出 金
予 備 費
歳 出 合 計

区　　　分 予 　算　 額 構成比（％） 伸率（％）

103億8,700万 　 円
　2億2,420万 　 円
　8億1,190万 　 円
69億7,200万 　 円
　1億9,300万 　 円
33億1,500万 　 円
12億8,100万 　 円

　　　 4,800万 　 円
24億2,588万 　 円
32億2,779万9千円
288億8,577万9千円

4.4%
15.0%

ー18.8%
7.5%

ー1.5%
ー15.6%
4.4%

ー3.0%
ー8.4%
ー8.8%
ー1.1%

平成２３年度
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